
い
よ
い
よ
10
日
、
市
長
選
挙

の
投
票
日
で
す
。
３
氏
と
も
大

北
川
を
挟
ん
で
事
務
所
を
構
え

て
い
る
こ
と
か
ら
、
今
回
の
選

挙
を
「
大
北
川
の
合
戦
」
と
評

す
る
人
も
い
ま
す
。

こ
れ
ま
で
地
方
選
挙
で
は
、

告
示
以
降
、
選
挙
ハ
ガ
キ
以
外

は
候
補
者
名
入
り
の
宣
伝
物
が

禁
止
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
そ
れ

が
公
選
法
の
改
正
に
よ
り
、
首

長
選
挙
に
限
っ
て
は
公
約
ビ
ラ

（
マ
ニ
フ
ェ
ス
ト
）
を
配
布
で

き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

各
候
補
の
公
約
を
み
る
と
、

市
立
総
合
病
院
・
福
祉
・
雇
用
・

教
育
・
行
財
政
等
々
の
問
題
が

共
通
的
に
提
示
さ
れ
て
い
る
の

が
特
徴
で
す
。
あ
る
市
民
は
「
か

つ
て
の
選
挙
に
比
べ
て
具
体
的

な
政
策
が
述
べ
ら
れ
て
い
る
点

は
評
価
で
き
る
と
思
う
が
、
誰

を
選
択
す
る
か
で
は
戸
惑
い
も

あ
る
」
と
話
し
て
い
ま
す
。

新
市
長
の
も
と
、
今
月
28
日

か
ら
開
会
予
定
の
６
月
定
例
市

議
会
で
も
、
今
回
の
選
挙
公
約

が
議
論
の
一
つ
の
焦
点
に
な
る

と
思
わ
れ
ま
す
。

日
立
ブ
ラ
ン
ド
の
電
気
式
生

ゴ
ミ
処
理
機
に
、
発
煙
や
発
火

の
事
故
が
起
き
て
い
る
こ
と
が

マ
ス
コ
ミ
で
報
じ
ら
れ
ま
し
た
。

北
茨
城
市
で
は
、
01
年
か
ら
、

市
民
が
電
気
式
生
ゴ
ミ
処
理
機

を
購
入
す
る
ば
あ
い
に
補
助
金

を
支
給
し
て
い
ま
す
。
申
請
の

さ
い
に
機
種
名
を
明
記
す
る
義

務
は
な
い
の
で
ど
ん
な
製
品
が

購
入
さ
れ
て
い
る
か
を
市
と
し

て
は
把
握
し
て
お
ら
ず
、
具
体

的
な
対
応
は
消
費
者
に
対
す
る

業
者
の
責
任
に
任
せ
ら
れ
ま
す
。

報
道
を
受
け
て
党
市
議
団
で

は
、
市
と
し
て
充
分
に
情
報
収

集
に
あ
た
る
よ
う
要
望
し
ま
し

た
。
公
金
を
出
す
の
だ
か
ら
、

製
品
の
信
頼
性
を
検
討
す
べ
き

で
す
。
さ
ら
に
生
ゴ
ミ
の
処
理

に
つ
い
て
は
個
人
ま
か
せ
で
な

く
、
先
進
自
治
体
の
例
も
あ
り
、

行
政
と
し
て
研
究
・
検
討
を
す

す
め
る
べ
き
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。

か
ね
て
地
元
住
民
か
ら
改
善

要
望
が
あ
っ
た
磯
原
中
学
校
そ

ば
の
十
字
路
で
道
路
標
示
な
ど

が
新
し
く
な
り
ま
し
た
。

信
号
機
の
な
い
交
差
点
で
、

見
通
し
も
悪
く
、
事
故
が
多

発
し
て
い
ま
す
。
最
近
は
中

郷
地
区
の
商
圏
の
拡
大
の
せ

い
か
一
段
と
交
通
量
が
増
加

し
て
い
ま
し
た
。

今
回
、
道
路
上
に
点
滅
器

を
埋
め
込
み
、
路
面
表
示
も

明
確
に
す
る

工
事
が
お
こ

な
わ
れ
ま
し

た
。
市
議
団

と

し

て

は

、

今
後
も
、
抜

本
的
解
決
の

た
め
に
引
き

続
き
努
力
し

て
い
き
ま
す
。

６
月
４
日
、
本
年
度

第
１
回
の
「
子
育
て
体

験
ト
ー
ク
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
生
涯
学
習
・

す
く
す
く
の
び
っ
こ
ゼ

ミ
主
催
で
保
育
園
・
幼

稚
園
の
保
護
者
対
象
に

話
し
合
い
が
持
た
れ
て

い
ま
す
。

中
郷
幼
稚
園
の
父
母

を
対
象
に
、
石
岡
集
会

所
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
テ
ー
マ
と
し

て
「
食
育
」
を
取
り
上

げ
て
き
ま
し
た
が
、
今

回
か
ら
は
、
「
テ
レ
ビ
・

ビ
デ
オ
と
の
つ
き
あ
い

方
」
も
取
り
上
げ
る
こ

と
に
な
り
ま
し
た
。
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お魚は食生活の大事な柱で

す。しかし、マグロの資源減

少やカニ輸入禁止が報じられ、

政府の「水産白書」では、水

産物輸入がよその国に取られ

る「買い負け」で輸入もまま

ならないとしています。国内

では漁獲量は減り続け、生産

者も高齢化し、漁船は古くなっ

ても経営難で更新ができませ

ん。

一方、魚離れも進んでいま

す。でもこれは、手間暇をか

けられないとか価格の割高を

感じるとかの経済、社会の状

況も反映しています。お母さ

ん達は子供に魚料理をもっと

食べさせたいと思っているの

です。

5月、

私は農林

水産委員

会で3回

の漁業問

題の質問

を行いま

した。乱獲を押さえ、資源が

回復するとりくみに国の責任

ある対策を求め、いま検討・

実施されつつある漁業経営安

定対策や漁船更新の支援策が

多くの人を対象にし、若者が

漁業に参入できるようと要求

しました。生産と消費の両面

から「魚食文化」を守るべく、

努力したいと思います。

中郷町北浜の海岸(通称・向こう州か)でハマ

ヒルガオが見頃をむかえています。地元の人は

「昨年の大潮で群生地が砂にうずもれて心配し

たが、きれいに咲いて安心した」と話していま

す。共産党市議団は、議会の質問や毎年の予算

要求で、貴重なハマヒルガオの群生地を保護す

るよう求めてきました。


